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石川県輪島市における

「能登輪島米物語」のブランド化の取り組み

株式会社百笑の暮らし　山本　　亮

１．能登輪島米物語の概要

　2014 年から輪島市内の９軒のお米農家と輪島市役所が連携して始めた、輪島のお

米のブランド化プロジェクト。「おかずで旅する輪島のお米」をコンセプトとして掲

げ、９軒それぞれのお米を混ぜ米することなく、２合のオリジナルパッケージでの

販売を中心に輪島の豊富な食資源や観光との連携を図りながら進めている。

２．ブランド化に向けて

　先ず行ったのは、自分のこだわりやお米の味、苦労話にいきがちなお米農家の目

線を実際に商品を買ってくださるお客さんに近づけるための２回のワークショップ

開催。１回目のワークショップでは、参加農家のお米９種と県外産で評価の高いお

米２種の計 11 種を同じ方法で炊いて、食べ比べを行った。２回目はお米農家たちに

「あなたが 30 代主婦だったらどんなお米を食べたいか」、「あなたが 50 代男性だった

らどんなお米が食べたいか」を考えてもらいながら、どんなお米が求められているか、

その中で自分たちが実現したいこと、自分たちのお米の価値は何かを検討していった。

３．お米の価値を変えて魅せる

　２回のワークショップを通して見えてきたことは「一般のお客さんがお米の味の

違いを明確に分からないこと」、「単にお米を売るだけでなく地域を売りたいという

お米農家の共通の想い」の２点。そこでお米の味の違いや美味しさに着目するので

はなく、お米が「必ずおかずや調味料と一緒に食べる」ことに着目。コンセプトを

「おかずで旅する輪島のお米」と定め、単なるお米の販売でなく、輪島を旅している

ように楽しめるパッケージづくりやおかずとのセット商品づくりなどへと発展した。

問い合わせ先： 株式会社百笑の暮らし

 TEL：0768-26-1181　　FAX：0768-23-4112
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水稲の乾田直播栽培技術と仙台平野、福島県浜通りにおける取り組み

農研機構東北農業研究センター　長坂　善禎

いしのまき農業協同組合　亀山　宏道

１．プラウ耕水稲乾田直播導入の背景 

　わが国の農業は従事者の高齢化が進み、耕作放棄地や土地利用の粗放化が進んで

いる。一部の平坦地では農地の流動化が急速に進み、大規模経営が出現した。さら

に東日本大震災で津波浸水被害を受けた農地では、営農再開にあたり特定の担い手

が多くの面積の水田を耕作するようになった。このため水稲作の省力化技術の導入

と作期の分散が必要となり、プラウやグレーンドリルなど畑作用機械を用いた乾田

直播の技術の導入が進んでいる。

２．プラウ耕・グレーンドリル乾田直播の概要

　圃場準備ではプラウ耕による耕起を行い、圃場の高低差がある場合はレベラー等

で均平作業を行う。その後、畔塗り作業を行い、畦畔際をトラクタ車輪で踏んで畦

畔漏水を防止する。播種深の安定のためには播種床を硬く仕上げる必要があり、縦

軸駆動ハローを利用する他ケンブリッジローラで鎮圧する方法がある。播種にはグ

レーンドリルを使用し、播種後は種子と土壌の密着性を高め、苗立ちを安定化させ

るためケンブリッジローラなどで鎮圧する。

３．仙台平野、福島県浜通りでの取り組み

　プラウ耕・グレーンドリル乾田直播の仙台平野への普及は、石巻市で 2009 年から

数 ha 規模で始まった。2011 年の東日本大震災では、用排水施設が大きな被害を受

けたが 2012 年は 80ha を越えるまで拡大した。2012 年より復興庁・農林水産省の実

証事業で名取市内の農業法人で実証が始まり、社会実装を加速化させる事業により

宮城県南部で普及面積が拡大している。福島県南相馬市及び新地町でも復興庁・農

林水産省の事業により、子実用トウモロコシを含む輪作体系の中で実証中である。

問い合わせ先： 農研機構東北農業研究センター

 TEL：019-643-3414　　FAX：019-643-3588
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JA

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

22.7 20.0 37.8 60.6 105.3 179.5 133.9 131.5 167.1 245.1 375.2

10.8 10.7 20.1 17.2 9.1 9.7 6.1 12.1 11.1 25.1 19.8

1.6 2.3 1.2 3.1 11.0 28.3 77.6 136.1 127.2

0.1 2.8 10.0 22.1 15.0 4.4 6.3 37.5

1.2 1.7 0.2 0.5 3.0 5.8 5.9 11.5 6.6 7.7

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

1.7 12.1 42.5 71.6 118.7 98.7 78.1 132.9 221.2 349.0

3.1 14.2 7.3 7.1 3.1 1.0 4.6 7.8 23.6 18.8

1.0 2.3 1.2 3.1 11.0 28.3 77.6 136.1 127.2

0.6 3.5 9.7 5.3 2.0 4.4 28.0

0.5 1.2 1.2 4.5 3.1 4.8 5.6
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福島県育成米品種「天のつぶ」「里山のつぶ」

福島県農業総合センター作物園芸部　吉田　直史

福島県相双農林事務所　佐藤　雄一

株式会社 紅梅夢ファーム　佐藤　良一

１．育成の背景と作付けの現状

　福島県の水稲の作付けは「コシヒカリ」「ひとめぼれ」が多く、２品種で水稲全体

の約８割を占めている。作期分散を図ること、収量性が高いこと及び食味が良いこ

とを育成目標として開発した品種が「天のつぶ」と「里山のつぶ」である。「天のつ

ぶ」は平成 23 年から作付けが始まり、県内の平坦部を普及推進地域としている。一方、

「里山のつぶ」は平成 29 年から作付けが始まり、標高 300m 以上の中山間地域を普及

推進地域としている。両品種とも一般家庭用の他、需要が伸びている業務用米とし

て生産拡大を図っている。

　

２．「天のつぶ」「里山のつぶ」の品種特性

　「天のつぶ」の出穂期は、「ひとめぼれ」と「コシヒカリ」のほぼ中間で、稈長が

短く倒れにくい品種である。また、千粒重が大きく収量性が高い、硬さと粘りのバ

ランスが良い良食味品種である。

　「里山のつぶ」は、「あきたこまち」より２日程度遅い出穂期であり、千粒重が大

きく収量性の高い品種である。さらに、白未熟粒の発生が少ない良食味品種である。

３．食味を保ちつつ収量をとるための施肥法

　過去の試験結果から、食味を落とさず収量をとるための施肥方法は、両品種とも

基肥量６～８kg/10a、追肥量２kg/10a（幼穂形成期）、合計窒素量８～ 10kg/10a 程

度が最適である。

４．現地での取組事例

　原発事故に伴う避難指示が平成 28 年７月に解除された南相馬市小高区において、

平成 29 年１月、営農再開を担う法人として「株式会社紅梅夢ファーム（以下「紅梅

夢 F」）」が設立された。紅梅夢 F は平成 29 春から営農を開始し、水稲・タマネギ等

問い合わせ先： 福島県農業総合センター

 TEL：024-958-1700　　FAX：024-958-1726

 福島県相双農林事務所

 TEL：0244-26-1151　　FAX：0244-26-1169
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を作付けした。水稲は「天のつぶ」の栽培に取り組み、昨年は９ha であったが、本

年は 24ha と面積を拡大している。米の生産・販売は、宮城県の農業法人と全量契約

栽培し、全量全袋検査と高水準の品質管理により安全な米を消費者に提供している。

また、「天のつぶ」を使用した「ふっくらパックご飯」を共同開発し、2018 年２月

１日からコープ東北で販売している。

　本年、新たに従業員４名を雇用して体制強化を図り、地域農業の担い手としてさ

らなる地域の活性化に大きく貢献するものと期待されている。
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業務用米に東北農研育成米品種

「萌えみのり」「ちほみのり」「ゆみあずさ」

農研機構東北農業研究センター　太田　久稔

１．業務用米の状況

　中食や外食向けの米（業務用米）の消費量は全体の 3割を占めるほど増加している。

しかし、業務用に使用される低価格帯の米の供給は少ないことから、生産者と実需

者の希望にミスマッチが生じている。現在、業務用米に適した品種開発が強く求め

られている。

２．業務用米の生産で収益を高めるには

　業務用米の利用者は、良食味で低価格の米に強い要望がある。生産者が低価格の

米で収益を高めるには、低コスト栽培を行い、収穫量を高めることが必要である。

低コスト栽培として乾田直播栽培や無コーティング直播栽培を行う場合には、「あき

たこまち」「ひとめぼれ」「コシヒカリ」等の品種は倒伏が多いことから減肥栽培が

必要となり、これら品種を使って収穫量を高めることは困難である。こうした点から、

業務用米に適した品種開発は喫緊の課題となっている。

３．業務用米生産に適した品種

　東北農研では、直播栽培等低コスト栽培に適した良食味品種として、中生で短稈・

多収の「萌えみのり」、いもち病に強くかなり早生で短稈・多収の「ちほみのり」、

いもち病にかなり強くやや早生で短稈・多収の「ゆみあずさ」を育成しており、こ

れら品種の特性を紹介する。

　品種の切り替えは、栽培方法や管理方法の変更が必要になることもあり容易とは

限らない。しかし、良食味で多収によるコスト低下が見込める品種を選択すること

により、新たなビジネスチャンスの広がりが期待できる。

問い合わせ先： 農研機構東北農業研究センター

 TEL：019-643-3414　　FAX：019-643-3588
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ＪＡ栗っこの米穀事業の取り組みについて

栗っこ農業協同組合　兵藤　健一

１．取組の背景

　2018 年産から「米の直接支払交付金」10a あたり 7500 円の交付が廃止となったこ

とから、稲作生産農家の所得確保に向けた取り組みが必要となっている。米産地の

販売戦略が多様化している中、より高品質な家庭用を意識したブランド米、低価格

ながらも品質の安定した業務用米の生産、すなわち「マーケットに対応した米作り」

が求められている。関係機関、生産者が一体となった取り組みを行う必要がでてきた。

２．取組の内容

　「栗原の米は地域によってばらつきが他の産地より大きい」と米卸から指摘があっ

た。米粒の「はり・つや」を出すために稲作の原点に立ち戻った栽培管理を行う目

的で「ぽっちゃり栗原米作付け推進大会」を開催し生産者の意識改革を行った。また、

地区ごとに活動を行っていた稲作生産部会を一本化し、新たに３部会（米戦略部会、

ブランド米生産部会、多収穫米生産部会）を設立し、目的ごとの活動を行い実需者

に求められる栗っこ米の生産を開始した。

３．「萌えみのり」の展開

　平成 10 年産から 13 人の生産者 20ha で栽培を開始したが、生産者への品種の知名

度、業務用米のイメージが悪く生産の拡大が進まなかった。そこで、今後はエンドユー

ザーから、低価格で安定した品質の米が必要とされ産地に求められていることを伝

えた。また、低価格は収量でカバーし「生産者の技術：腕の見せ所」をアピールす

ることで生産意欲向上を図った。多収穫米を生産するうえで、「１俵いくら」から「10a

いくら」を合言葉に作付け推進をした。

　生産活動に関する問題点は生産者と部会、ＪＡが一体となって解決することによ

り生産者からの信頼を得た。その上で新たな提案を発信し始めることにより、作付

面積の拡大につながった。

問い合わせ先： 栗っこ農業協同組合　営農部米穀販売課

 TEL：0228-23-2108　　FAX：0228-22-4109
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